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１ そば栽培の基本 ※本資料は一般的な秋そばについての資料です。 

（１）そばについて 

・そば栽培は、春に播き夏に収穫する「夏そば」と、夏に播き秋に収穫する「秋そば」の栽培体系があります。南 

会津では秋そばが一般的です。 

・生育期間（播種期～成熟期）は 70～80 日程度であり、他の作物に比べ短いです。 

・そばは湿害に弱いです。特に出芽期前後の冠水は出芽不良や生育不良、枯死を招くため、ほ場に滞水し 

た水は速やかにほ場の外へ出しましょう。 

   ・そばは肥料の吸収力が強いため､窒素が多いと倒伏しやすく､減収に繋がります。 

（２）栽培スケジュール 

・播種適期は７月下旬～８月上旬です。 

 

 ７月 ８月   ９月   １０月  

 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 

ほ場準備 播種         

          

 ３～７日        

          

          

  出芽  開花期  開花盛期   成熟期  

※ 7/24 7/30  8/20    8/26   10/4  

 ※作柄判定ほ（下郷町）における直近５か年の平均値 

 
 

 

 

 

 

 

・そばは湿害に弱いので、明きょを施工する等の排水対策が必要です。 

・排水対策や適正施肥、鳥獣被害防止対策により、収量を確保しましょう。 

※この資料は、県ホームページでも公開しています。 

http://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/36250a/inasakugijyutujyouhou.html 

南会津農林事務所農業振興普及部   Tel 0241-62-5262 

南郷普及所     Tel 0241-72-2942 

ＪＡ会津よつば田島営農経済センター Tel 0241-63-1172 

       南郷営農経済センター Tel 0241-72-2554 
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   ・播種適期が７月下旬～８月上旬となっていますが、ここ数年は梅雨らしい雨（しとしと続く長雨）ではな 

く、播種期の局地的な大雨による播種作業の遅れや湿害が問題となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

〇秋そばの早期播種作型と慣行の比較 

   

作型 播種期 成熟期 
収量

(ka/10a) 

慣行（下郷町作柄判定ほ） ７月中旬～８月上旬 10 月上旬 109 

早期播種作型（南会津町実証ほ） ６月下旬 ８月下旬～９月中旬 86 

※収量は令和５年から令和７年の過去３カ年平均 

 

〇早期播種作型のスケジュール 

７月 ８月 ９月 １０月 

上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 

          

          

          

          

          

播種 出芽  開花期  開花盛期  成熟期   

7/1 7/3  8/4  8/24  9/16   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

播種作業の遅れが予想される場合 

６月下旬～７月上旬の播種も有効です 

※ただし、収量は慣行より少なくなることがあります 

コラム   播種期の分散について 

(収穫) 

※生育例（令和７年度畑作物モデル地区等実証ほの実績書より） 

 

 

 

 

 

 

早期播種作型の開花期頃(令和７年８月 18 日) 

 

 

秋そばの早期播種作型について（県 HP） 



２ 排水対策 
・排水不良のほ場はなるべく避けます。 

・ほ場準備の段階から十分な排水対策を行います。明きょは必ず施工することとし、水田転換畑など排水性の 

悪いほ場では、暗きょの施工も行いましょう。 

排水対策の例 内容 

明きょの施工（必須） 
畦畔に沿って排水溝を掘り、水の通り道を作る。また、明きょは排水口につな

げ確実に排水させましょう。 

暗きょの施工 
カットドレーンにより地下に排水溝を設けたり、プラソイラにより心土破砕を行っ

たりする。 

 
３ 施肥 

・肥料成分の３要素について、リン酸＞窒素＞カリの順に施用効果が高いです。 

・リン酸、カリは生育量の増加や稔実歩合の向上に重要であり、窒素は生育量の増加に重要ですが、窒素多 

肥は倒伏を招く可能性があります。 

 

基肥施用量 Ｎ（窒素） Ｐ（リン酸） Ｋ（カリ） 

（kg/10a） 1～2 3～5 2～3 

 

・前年に倒伏が発生したほ場では、基肥の窒素量を減らしましょう。 

 

４ 鳥獣被害防止対策 
・そばは生育期間を通じてイノシシ等の獣種から加害されます。 

・ほ場周辺のやぶの刈払いや金属柵・電気柵の設置を行いましょう。また、下草の草刈りを行う等、定 

期的な管理も行いましょう。 

 

○電気柵の管理のポイント 

 ・テスターで電圧を確認しましょう。電圧が下がっている場合は、雑草が電線に触れる等で漏電してい 

ないか確認を行いましょう。 

 

○金属柵の管理のポイント 

 ・動物に隙間を空けられている可能性があるため、支柱や網の歪みや、ずれがないか定期的に確認 

しましょう。特に、地面との隙間は、イノシシに掘り返されたり、柵を押し上げられたりしやすい箇所であ 

るため、入念に点検しましょう。 

 

次回 適期刈取について 

９月発行予定 


